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会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
会
の
運
営
及
び
活
動
に
多
大
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

鳥
取
市
自
治
連
合
会
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年

50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
七
月
六
日
に
記
念
式
典

と
祝
賀
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
50
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
平
成
十
六
年
十
一
月
東
部
九
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
平
成

十
九
年
六
月
に
四
十
一
地
区
八
百
三
十
三
町
内
会
・
加
入
世
帯
数

五
万
四
千
五
百
六
十
九
世
帯
の
新
鳥
取
市
自
治
連
合
会
が
誕
生
し
ま

し
た
。
現
在
、
加
入
世
帯
数
約
五
万
二
百
世
帯
と
加
入
世
帯
の
減
少

が
続
い
て
い
ま
す
。
自
治
連
合
会
で
は
、
結
成
50
周
年
を
契
機
に
改

め
て
加
入
促
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
の
御

協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　

　

最
近
の
新
聞
紙
上
で
は
、
人
口
減
少
や
出
生
率
の
低
下
、
高
齢
者

の
認
知
症
問
題
な
ど
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
改
め

て
地
域
の
支
え
合
い
、
助
け
合
い
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、

町
内
会
、
自
治
会
の
果
た
す
役
割
は
益
々
大
き
い
も
の
と
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
す
。　

　

自
治
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
各
地
域
と
の
連
携

や
情
報
交
換
を
推
進
し
、
住
民
相
互
で
支
え
合
う
自
治
会
組
織
の
発

展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鳥
取
市
自
治
連
合
会

�
会�
長
　
土
橋
　
周
美

　

修
立
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
近
年
の
活
動
状
況
や
そ
の
特
色

な
ど
を
簡
単
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
に
は
、
天
神
川
あ
ん

ど
ん
桜
ま
つ
り
、
各
種
団
体
合
同
交

流
研
修
会
、
地
引
網
、
敬
老
会
、
文

化
祭
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
修
立
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
新
年
互
礼
会
な

ど
を
含
め
多
く
の
行
事
を
行
い
ま
し

た
。

　

事
業
と
と
も
に
、
大
き
な
組
織
改

革
と
し
て
、
公
民
館
と
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
運
営
と
財
政
の
一
体
化
を

進
め
た
結
果
、
修
立
地
区
自
治
連
を

は
じ
め
他
の
地
区
団
体
と
の
協
働
体

制
も
一
層
円
滑
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
の
特
色
の
一
つ
と

し
て
、
修
立
小
や
東
中
な
ど
地
域
の

学
校
と
の
連
携
体
制
の
深
ま
り
に
も

注
目
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
は
、
修
立
小
創
立
一
五
〇

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
地
区
合
同

運
動
会
と
と
も
に
「
修
立
歴
史
展
」

を
共
同
開
催
し
、
地
区
内
外
か
ら
大

き
な
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
に
根
付
い
て
き
た
桜
ま
つ
り

の
あ
ん
ど
ん
は
、
園
児
や
生
徒
の
手

作
り
で
す
が
、
小
中
学
校
で
も
授
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
八

月
の
東
中
夕
涼
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

も
、
数
百
の
あ
ん
ど
ん
が
夜
の
校
庭

を
飾
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
か
ら
敬
老
会
や
文
化

祭
へ
の
生
徒
達
の
舞
台
出
演
は
あ
り

ま
し
た
が
、
行
事
の
準
備
や
運
営
に

東
中
の
生
徒
が
参
加
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
文
化
祭

や
今
春
の
地
区
・
修
立
小
合
同
運
動

会
で
も
大
勢
の
東
中
生
が
手
伝
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
大
人
と
一
緒
に
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
働
く
姿
は
、
単
に
手
助
け

に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
を

明
る
く
し
て
く
れ
、
大
人
達
に
も
笑

顔
が
広
が
る
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま

修
立
地
区

修
立
地
区
の

修
立
地
区
の

    

ま
ち
づ
く
り
活
動

ま
ち
づ
く
り
活
動

修
立
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

修
立
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

��

会
長　
会
長　

石
本
昭
雄

石
本
昭
雄「修立歴史展」資料展示

修立小合同運動会で働く中学生

決
意
を
新
た
に

決
意
を
新
た
に

す
。

　

一
方
で
、
東
中
が
開
催
す
る
模
擬

面
接
や
、
生
徒
と
地
域
住
民
と
の

ト
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
っ
た
試
み

に
、
民
生
児
童
委
員
や
学
校
関
係
者

だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
者

等
も
参
加
し
て
お
り
、
学
校
と
の
連

携
に
も
す
そ
野
の
広
が
り
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

人
口
減
や
少
子
高
齢
化
を
な
げ

く
昨
今
の
地
域
社
会
で
す
が
、
こ
う

し
た
地
域
と
学
校
双
方
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
深
化
に
、
何
か
「
将
来
に

向
け
た
幾
筋
か
の
光
明
を
見
て
し
ま

う
」
の
が
、
決
し
て
大
げ
さ
な
感
想

に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
い
な
と
願

う
ば
か
り
で
す
。
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河
原
地
区
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
一
部
地
域
で
は
、
新
規
に
造
成
さ

れ
た
宅
地
の
住
民
が
加
わ
る
な
ど
の
動
き
も

み
え
ま
す
。
北
部
地
域
で
は
、
工
業
団
地
造

成
に
よ
る
企
業
の
進
出
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
の
進
出
に
よ
る
業
務
地
域
が
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

河
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
令

和
六
年
六
月
八
日
、
地
震
及
び
土
砂
災
害
を

想
定
し
て
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
鳥
取
県
東
部
を
震
源
と
し
た
震
度
６
強
の

地
震
発
生
」
を
想
定
し
、
鳥
取
市
災
害
対
策

本
部
か
ら
各
自
治
会（
部
落
）に「
避
難
指
示
」

が
出
さ
れ
た
と
の
設
定
で
避
難
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
各
自
治
会
で
は
、
近
所
同
士
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
お
互
い
の
安
否
を
確
認
し
、

各
自
治
会
で
決
め
た
避
難
場
所
に
避
難
す
る

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
自
治
会
役
員

や
ご
近
所
さ
ん
に
よ
る
外
部
か
ら
の
安
否
確

認
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
各
世
帯

に
お
い
て
は
、自
宅
内
に
い
る
者
の
無
事（
救

助
な
ど
の
必
要
が
な
い
状
況
）
を
知
ら
せ
る

方
法
と
し
て
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
（
大
き
く

目
立
つ
大
き
い
布
）」
を
玄
関
先
に
掲
げ
る

訓
練
も

同
時
に

行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、

避
難
訓

練
の
メ

イ
ン
会

場
で
あ

る
「
か
わ
は
ら
芝
公
園
」
に
お
い
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
水
消
火
器
を
利

用
し
た
初
期
消
火
訓
練
、
八
頭
消
防
署
に
よ

る
消
火
訓
練
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
、
テ
ン

ト
設
営
・

火
お
こ
し

体
験
、
非

常
食
の
試

食
な
ど
を

行
い
ま
し

た
。

　

訓
練
終

了
後
、
河

原
地
区
ま

ち
づ
く
り

協
議
会
で

は
、
各
自

治
会
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
同

協
議
会
で
は
、
河
原
町
総
合
支
所
対
策
本
部

か
ら
「
避
難
指
示
」
が
出
さ
れ
た
時
点
か
ら

地
区
住
民
が
避
難
完
了
す
る
ま
で
、
各
自
治

会
の
対
応
内
容
・
結
果
を
検
証
し
、
実
態
に

即
し
た
改
善
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

河
原
地
区

　

稲
葉
山
地
区
は
、
鳥
取
市
の
東
部
に
位
置

し
て
お
り
、
自
然
豊
か
な
農
山
村
地
域
と
比

較
的
住
宅
の
多
い
市
街
化
区
域
が
混
在
す
る

地
域
で
す
。
地
区
の
中
心
で
あ
る
稲
葉
山
小

学
校
は
、
令
和
五
年
八
月
創
立
70
周
年
を
迎

え
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
今
も
成
長
し
て
い
ま
す
。「
地
域
の
仲
間

づ
く
り
事
業
」「
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
事
業
」

「
農
・
住
い
き
い
き
交
流
会
事
業
」
な
ど
が

あ
り
、
創
作
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
米
作
り
、

野
菜
作
り
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
地
域
住
民
の

交
流
の
場
所
を
設
け
て
い
ま
す
。
米
作
り
で

は
、
田
ん
ぼ
と
農
家
の
方
の
力
を
借
り
て
田

植
え
か
ら
脱
穀
ま
で
の
作
業
を
大
人
と
小
学

生
が
体
験
し
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
人
手
作
業

で
す
が
、
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

稲
葉
山
小
学
校
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
（
以
下
コ
ミ
ス
ク
と
い
う
）
が
あ

り
、
地
域
と
協
働
で
教
育
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
毎
週
木
曜
日
に
開
設
し
て
い
る
の

が
い
な
ば
コ
ミ
ス
ク
・
ル
ー
ム
で
あ
り
、
地

域
の
大
人
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ス
ク
で
は
、
子

ど
も
達
と
地
域
の
大
人
が
協
働
作
業
を
行

い
、綿
作
り
、梅
ジ
ュ
ー
ス
作
り
、大
根
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。コ
ミ
ス
ク
・

ス
タ
デ
ィ
で
は
、
地
域
の
大
人
が
シ
イ
タ
ケ

の
植
菌
な
ど
実
地
体
験
し
な
が
ら
教
え
て
い

ま
す
。

　

次
に
町
内
の
活
動
の
一
つ
を
紹
介
し
ま

す
。
因
幡
地
方
の
民
俗
芸
能
の
一
つ
に
麒
麟

獅
子
舞
が
あ
り
ま
す
。
稲
葉
山
地
区
に
は
、

途
切
れ
た
子
ど
も
獅
子
舞
を
復
活
さ
せ
た
保

存
会
が
活
動
し
て
お
り
、
稲
葉
山
小
学
校
の

学
習
の
中
で
講
座
を
開
き
、
子
ど
も
達
の
認

知
と
理
解
を
深
め
、参
加
者
の
募
集
も
行
い
、

垣
根
を
超
え
た
仲
間
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

「
河
原
地
区
防
災
訓
練
」

「
河
原
地
区
防
災
訓
練
」

　
　
　
　
　
　
の
実
施

　
　
　
　
　
　
の
実
施

　
　
　

河
原
町
自
治
会
長
会

　
　
　

河
原
町
自
治
会
長
会

��

会
長　
会
長　

木
下
　
敬

木
下
　
敬

稲
葉
山
地
区

稲
葉
山
地
区
の

稲
葉
山
地
区
の

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

稲
葉
山
地
区
自
治
会

　
　
　

稲
葉
山
地
区
自
治
会

��

副
会
長　

副
会
長　

浦
木
正
昭

浦
木
正
昭

米づくり

獅子舞学習講座

玄関先に黄色いハンカチを掲示

防災訓練イベント会場「かわはら芝公園」
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宮
下
地
区
は
鳥
取
市
の
東
側
に
隣
接
し
、

袋
川
の
清
流
に
恵
ま
れ
た
、
自
然
豊
か
な
田

園
地
帯
に
あ
り
、
多
く
の
文
化
史
跡
、
地
域

財
産
を
守
り
な
が
ら
、
町
内
十
七
自
治
会
と

公
民
館
運
営
委
員
会
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
活

動
拠
点
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
公
民

館
活
動
と
し
て
次
の
三
部
会
で
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
子
ど
も
と
大
人
の
ふ
れ
あ
い
事
業

　

五
月
に
校
区
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
宮

ノ
下
小
四
、五
年
生
を
対
象
に
、
伝
統
芸
能

の
伝
承
と
し
て
手
笠
踊
り
、
傘
踊
り
ク
ラ
ブ

に
よ
る
因
幡
の
傘
踊
り
が
、
練
習
の
成
果
と

し
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
七
月
に
は
夏
の
風
物
詩
、
地
区
七

夕
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
出
店
、踊
り
が
あ
り
、

会
場
内
に
は
各
自
治
会
の
子
ど
も
会
が
制
作

し
た
色
と
り
ど
り
の
七
夕
が
飾
ら
れ
、
審
査

も
あ
り
、多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

〇
特
色
の
あ
る
公
民
館

　

十
一
月
四
、五
日
の
二
日
間
地
区
公
民
館

で
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
公
民
館
、
地
域
で

活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
、
保
育
園
、
個
人

が
制
作
し
た
作
品
が
展
示
さ
れ
、
多
数
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

〇
地
域
の
仲
間
づ
く
り
事
業

　

因
幡
国
庁
跡
で
は
、
六
月
に
さ
つ
き
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
九
月
の

中
秋
の
名
月
の
頃
、「
お
月
見
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
会
場
内
に
は
屋
台
、
朗
唱
、
花

火
と
催
し
が
用
意
さ
れ
、
秋
の
一
夜
を
過
ご

し
ま
す
。
以
上
三
部
会
を
中
心
に
各
事
業
に

思
い
や
り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
で
自
ら

進
ん
で
参
加
し
、
地
域
活
動
に
取
り
組
み
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

大
和
地
区

国
府
地
区

　

大
和
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
地
域

力
の
向
上
を
め
ざ
し
、
平
成
二
十
年
四
月
に

「
大
和
地
域
づ
く
り
活
性
化
協
議
会
」
と
し

て
発
足
、
そ
の
後
「
大
和
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
と
改
名
し
、
地
域
の
活
性
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
か
ら
十
五
年
が
経
過
し
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
人
口
減
少
、
小
・
中
学
校
の
統
合

移
転
、
路
線
バ
ス
の
廃
止
、
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
な
ど
、
地
域
を
取
り
巻
く
環
境

は
益
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
「
ま
な
び
の
成
果
を
生
か
し
た
地

域
共
生
社
会
」
を
目
指
し
、
組
織
体
制
と
事

業
を
見
直
し
て
、
公
民
館
事
業
と
ま
ち
づ
く

り
事
業
を
一
本
化
し
、
五
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
も
と
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
和
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

�

ス
ロ
ー
ガ
ン

1　

生
涯
学
習
の
推
進
に
よ
る
人
づ
く
り

2　

�

人
権
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
・

　
　

ふ
れ
あ
い
づ
く
り

3　

健
康
づ
く
り
で
ま
ち
づ
く
り

4　

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

5　

環
境
整
備
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

大
和
地
区
ま
ち
づ
く
り

大
和
地
区
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　    

協
議
会

協
議
会

　
　
　

大
和
地
区
公
民
館

　
　
　

大
和
地
区
公
民
館

��

館
長　
館
長　

中
村
　
徹

中
村
　
徹

み
ん
な
で
参
加
！

み
ん
な
で
参
加
！

　
　
み
ん
な
で
楽
し
い
！

　
　
み
ん
な
で
楽
し
い
！

　

宮
下
地
区
公
民
館
運
営
委
員
会　

　

宮
下
地
区
公
民
館
運
営
委
員
会　

��

会
長　
会
長　

井
上
豊
明

井
上
豊
明

大和ふれあいタクシー利用風景敬老会　講釈師旭堂一海講談会

令和６年５月地区大運動会

令和５年度納涼祭

　

四
月
の
敬
老
会
で
の
地
元
出
身
の
講こ

う

釈
し
ゃ
く

師し

旭き
ょ
く

堂ど
う

一い
っ

海か
い

さ
ん
の
講
談
会
を
皮
切
り
に
、

も
の
づ
く
り
教
室
や
文
化
歴
史
教
室
、
人
権

啓
発
活
動
の
推
進
な
ど
で
人
づ
く
り
を
進

め
、
文
化
祭
で
各
教
室
で
の
成
果
を
発
表
し

合
う
と
と
も
に
地
区
住
民
が
ふ
れ
あ
う
機
会

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
増
加
し
て
い
る
自
然
災
害
に

対
す
る
防
災
訓
練
の
拡
充
や
路
線
バ
ス
の
廃

止
に
伴
っ
て
平
成
三
十
一
年
に
運
行
開
始
し

た
大
和
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け
が
、
昨
年
五
月
八
日
に
「
５
類
感
染
症
」

に
変
更
さ
れ
て
か
ら
、
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
昨
年
の
後
半
く
ら
い
か
ら
、
以
前
の
平
穏

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
、
自
重
し
て
い
た
行
事
も
復
活
し
て
以
前
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
が
世
の
中
に
残
し
て
行
っ
た
も
の
は
少
な
く
は
な
く
、

冠
婚
葬
祭
の
儀
式
内
容
や
会
合
で
の
飲
食
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
は
様
相
が
だ
い
ぶ
ん

変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

�

（
広
報
委
員
長　

森
田　

松
雄
）

　

わ
が
町
内

は
、
醇
風
小
学

校
の
西
側
に
隣

接
し
、
鹿
野
街

道
に
面
し
た

四
十
九
世
帯
か

ら
な
る
比
較
的

小
さ
な
区
域
の

町
内
会
で
す
。

　

旧
町
名
の

「
鹿
野
町
」
の
歴
史
は
古
く
、
そ
の
名
は
元

和
五
年
（
一
六
一
九
年
）
ま
で
遡
り
、
令
和

元
年
を
も
っ
て
四
〇
〇
年
経
過
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

町
名
の
由
来
は
、
鳥
取
か
ら
鹿
野
（
現
鳥

取
市
鹿
野
町
）
へ
の
道
筋
の
起
点
に
あ
た
る

こ
と
に
よ
る
と
の
こ
と
で
す
。（
出
典
・
因
幡
誌
）

　

現
在
、
町
内
会
で
は
通
常
の
会
務
と
自
主

防
災
会
事
業
以
外
に
四
つ
の
年
中
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

一
、
春
の
観
桜
会

　

�

町
内
の
鹿
野
町
公
園
の
満
開
の
桜
の
下
で

宴
席
を
設
け
ま
す
。

二
、�

大
森
神
社
の
宵
宮
参
拝（
オ
イ
ヤ
サ
ー
）

　

�

お
神
輿
を
台
車
に
載
せ
、
提
灯
行
列
を
仕

立
て
て
「
オ
イ
ヤ
サ
ー
、
オ
イ
ヤ
サ
ー
」

と
唱
え
な
が
ら
宵
宮
参
拝
を
行
い
、
町
内

安
全
を
祈
願
し
ま
す
。

三
、
夏
の
納
涼
盆
踊
り
大
会

　

�

第
一
回
は
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り
と
同

じ
年
に
始
ま
り
、
本
来
今
年
が
六
十
回
の

は
ず
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
三
年
間
中

止
し
た
た
め
、今
年
が
五
十
七
回
目
で
す
。

四
、
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

�

温
泉
施
設
等
で
昼
食
会
、
入
浴
、
ゲ
ー
ム

等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。少
子
高
齢
化
に
伴
い
、以
前
は
あ
っ

た
子
ど
も
会
、
青
年
会
、
婦
人
会
と
い
っ

た
組
織
が
維
持
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
前
記
諸
行
事
の
実
施
の
ほ
か
に
、
防

災
会
活
動
と
し
て
春
秋
の
防
災
訓
練
、
毎

月
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
等
を
通
じ

て
、
町
内
の
親
睦
と
連
携
調
和
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大森神社宵宮参拝（オイヤサー）

編 後集 記

醇
風
地
区

そ
の
名
も
古
く

そ
の
名
も
古
く

　
　「
鹿
野
町
（
ま
ち
）」

　
　「
鹿
野
町
（
ま
ち
）」

　

片
原
五
丁
目
三
区（
旧
鹿
野
）町
内
会

　

片
原
五
丁
目
三
区（
旧
鹿
野
）町
内
会

��

会
長　
会
長　

米
村
　
耕
一

米
村
　
耕
一

納涼盆踊り大会

鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
の
動
き

令
和
五
年
度

◆�

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
研
修
会
（
二
月
十
五

日
、
広
島
県
福
山
市
）

　

広
島
県
福
山
市
に
お
い
て
各
県
連
合
会
の

代
表
者
等
百
五
十
四
名
が
集
い
開
催
さ
れ
、

鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
か
ら
十
一
名
が
参
加

し
た
。
岡
山
・
香
川
二
県
の
代
表
者
が
、「
自

治
会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
テ
ー
マ
に
そ

れ
ぞ
れ
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
取
組
み
を
紹

介
し
た
。

令
和
六
年
度

◆�

令
和
五
年
度
監
査
会（
四
月
四
日
、米
子
市
）

◆�

第
一
回
正
副
会
長
会
（
四
月
二
十
五
日
、

倉
吉
市
役
所
）

◆�

令
和
六
年
度
総
会
及
び
研
修
会
（
五
月

二
十
八
日
、
米
子
市
役
所
）

◎
総
会

・�

令
和
五
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報

告
、
監
査
報
告

・�

令
和
六
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支

予
算
（
案
）

・
役
員
選
出

　

会　

長　

生
田　
　

均　
（
倉
吉
）

　

副
会
長　

土
橋　

周
美　
（
鳥
取
）

　

副
会
長　

田
邉　

忠
雄　
（
米
子
）

　

理　

事　

米
舛　

隆
生　
（
倉
吉
）

　

理　

事　

明
里　

利
彦　
（
倉
吉
）

　

理　

事　

米
田　

清
隆　
（
倉
吉
）

　

理　

事　

西
原　

牧
夫　
（
鳥
取
）

　

理　

事　

水
田　

憲
夫　
（
鳥
取
）

　

理　

事　

谷
口　

真
澄　
（
鳥
取
）

　

理　

事　

森
田　

松
雄　
（
鳥
取
）

　

理　

事　

稲
田　

宗
万　
（
鳥
取
）

　

理　

事　

高
野　

和
男　
（
米
子
）

　

理　

事　

近
藤　
　

豊　
（
米
子
）

　

理　

事　

松
本　
　

眞　
（
米
子
）

　

理　

事　

内
藤　

英
二　
（
米
子
）

　

監　

事　

安
長　
　

章　
（
倉
吉
）

　

監　

事　

黒
川　
　

泰　
（
倉
吉
）

　
　

以
上
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
研
修
会

　

テ
ー
マ�

「
和
田
町
ケ
ア
会
議
の
取
組
に
つ

い
て
」
～
８
年
の
歩
み
～

　

講　

師　

米
子
市
和
田
公
民
館

�

館
長　

西
井　

通　

氏

　
　
　
　

和
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

　

会
長　

安
達　

優　

氏


